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◉特集

「あっかり」して生活できる
社会をめざして



「
あ
っ
か
り
」
し
て
生
活
で
き
る

 
社
会
を
め
ざ
し
て  

〜
地
域
づ
く
り
〜

地域の
取り組み
特集

▼
市
内
で
最
も
高
い
高
齢
化
率

　

博
労
校
下
は
高
齢
化
率
が
42
・
4
％
（
平
成
30
年
4
月
1
日

現
在
）
で
市
内
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
博
労
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
岡
あ
っ
か

り
福
祉
ネ
ッ
ト
推
進
事
業
の
中
で
、
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
を
対
象
に
買
物
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

▼
移
動
ス
ー
パ
ー
の
利
用
希
望
が
約
３
割

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
移
動
ス
ー
パ
ー
が
あ
れ
ば
利
用

し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
も
お
ら
れ
、
同
協
議
会
で

は
、
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し

丸
」
の
運
営
会
社
に
平
成
29
年

11
月
か
ら
校
下
へ
の
巡
回
を
依

頼
し
、
現
在
、
週
２
日
、
11
か

所
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
か
ら
は
、
身
近

な
場
所
で
買
い
物
が
で
き
、
便

利
に
な
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
路
線
バ
ス
が
走
ら
な
く
な
っ
た
地
域

　

小
勢
地
区
で
は
、
公
共
交
通
路
線
の
廃
止
に
伴
い
、
地
域
住

民
の
移
動
手
段
に
制
限
を
受
け
、
高
齢
の
方
や
学
生
の
方
の
生

活
の
足
に
不
便
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
上
げ

　

そ
こ
で
、
地
域
で
は
小
勢
地
区
の
生
活
の
足
の
充
実
を
図
り
、

地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
立
ち
上
げ
、
平
成
21
年
8
月
か
ら
地
域
住
民
に
よ
る
地
域

バ
ス「
ぐ
る
っ
と 

お
ぜ
地
区
バ
ス
」の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
住
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
に

　

現
在
は
、
平
日
の
通
勤
・
通
学
を
始
め
、
買
物
や
通
院
な
ど

幅
広
く
利
用
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
ス
ー
パ
ー
が
な
い
の
で
、

『
と
く
し
丸
』が
来
て
く
れ
て

助
か
っ
て
い
ま
す
。

惣菜も
おいしいですよ!!

博
労
校
下

小
勢
地
区

↑とくし丸の様子（大工中町公民館前）

↑「ぐるっと おぜ地区バス」

利用する
31%

利用しない
55%

わからない
14%

移動スーパーの利用について

利用者の声→
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▼
高
岡
あ
っ
か
り
福
祉
ネ
ッ
ト
推
進
事
業
と
は
…

　

高
岡
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
身
近
な
小
学
校
区
を
圏
域
と
し
て
、
地
域
に
お

け
る
多
様
な
福
祉
・
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
組
織
の
明
確
化
や
生
活
課
題

の
洗
い
出
し
な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、

共
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
現
在
、
市
内
全
27
校
区
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
実
施
6
年
目
を
迎
え
た
校
区
か
ら
順
に
各
校
区
毎
の
地
域

福
祉
活
動
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
高
岡
あ
っ
か
り
福
祉
ネ
ッ
ト
推
進
事
業
実
施
地
区
懇
談
会

　

各
地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
各
々
の
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
、
地
区
社

協
の
会
長
さ
ん
や
事
業
担
当
者
の
方
が
集
ま
り
、
5
月
30
日
に
高
岡
あ
っ
か
り
福

祉
ネ
ッ
ト
推
進
事
業
実
施
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
平
成
29
年
度
に
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
た
成
美
校
下
社

会
福
祉
協
議
会
の
萩
下
会
長
か
ら
計
画
を
策
定
し
た
際
の
苦
労
話
な
ど
、
体
験
談

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ っ か り

富山弁で「安心する」、

「ほっとする」という意味で、

「あかり」のイメージから

「明るい」という意味も込めて

命名されました。

▼
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
『
つ
な
ぐ
』

　

平
成
29
年
10
月
に
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
「
つ
な
ぐ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
助
け
合

い
活
動
を
も
と
に
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
あ
な
た
の

「
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
」
で

ま
ち
を
笑
顔
に

　

立
ち
上
げ
に
向
け
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

地
域
で
見
守
り
・
助
け
合
い
活
動
を
行
う
暮

ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
の
方

等
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

　

地
区
別
の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
今
年
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
協

力
を
得
て
、
山
王
地
区
で
６
月
か
ら
６
回
シ

リ
ー
ズ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
立
ち
上
げ
か
ら
10 
か
月
た
っ
て

　

現
在
、
会
員
は
36
人
で
す
。
会
員
制
と
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
も
提
供
す
る
側
も
お

互
い
に
対
等
な
立
場
で
、
高
齢
の
方
や
障
が

い
の
あ
る
方
へ
、
家
事
援
助
や
生
活
援
助
、

同
行
援
助

な
ど
の
細

や
か
な
支

援
活
動
が

行
わ
れ
て

い
ま
す
。

福
岡
町
地
域

↑不燃物のゴミ出しの様子

↑送迎の様子 →

↑地区懇談会の様子
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社協
用語辞典
社協の事業
紹介

ケアネット活動
テーマ

対象者

町内会長 住　民

ボランティア 班　長

隣人・友人 老人クラブ員

福祉活動員民生委員児童委員

　地域住民でチームをつく
り、要支援者世帯を対象
に、見守りや声かけなどの
安否確認やゴミ出しなどの
軽易な生活支援を行う活
動です。

ひとり暮らしの高齢の方、
日中、高齢の方のみの世帯、心身に障がいのある方や、

子育てに不安をもっている世帯など

買い物 話し
相手

ゴミ
出し 見守り除 雪

みなさんの身近に対象と思われる方がおられたら地域福祉課（TEL.23-2917）または、各校区社会福祉協議会までご連絡ください。

高岡市社会福祉協議会 平成30年度事業計画・収支予算
～みんなで支え合い、みんなが「あっかり」して生活できる社会を目指して～

地域の福祉課題に対応するため、地域住民がそれぞれ役割を持ち、
支え合いながら自分らしく生活できる「地域共生社会」の実現を図ります。

予算総額は5億１,１４９万９千円

収　入
計 511,499千円

補助金収入
150,429
（29.3%）

受託金収入
136,677
（26.7%）

介護保険収入
165,632
（32.4%）

障害福祉サービス等
事業収入
23,353（4.6%）

事業収入 22,022（4.3%）
会費収入 9,256（1.8%） その他の収入 650（0.1%）

基金積立資産取崩収入
3,360（0.7%） 寄付金収入 120（0.1%）

［単位：千円］収　入

支　出
（事業別）

計 511,499千円

法人運営事業
105,379
（20.5%）

在宅福祉事業
204,355
（40.0%）

施設運営事業
136,990
（26.8%）

相談援助事業
12,100（2.4%）

ボランティア
活動推進事業
17,276（3.4%）

共同募金
配分金事業

10,191
（2.0%）

地域福祉
推進事業

25,208（4.9%）

［単位：千円］支　出

地域福祉活動の推進
▶高岡あっかり福祉ネット推進事業
▶ケアネット活動事業
▶ふれあい・いきいきサロン事業 等

1

在宅福祉サービスの推進
▶訪問介護（ホームヘルプサービス）
▶通所介護（デイサービス）
▶居宅介護支援（支援計画の作成）
▶地域包括支援センター
▶特定相談（障がいのある方の相談窓口）等

2

その他の事業
▶赤い羽根共同募金等の推進
▶社会福祉法人連絡会（仮称）の
設立検討 等

7

福祉センターの管理運営
▶高岡市社会福祉協議会館
▶万葉社会福祉センター
▶福岡社会福祉センター
▶高岡市東部老人福祉センター
▶高岡市ふれあい福祉センター

6

生活を支える事業の推進
▶日常生活自立支援事業
▶生活福祉資金の貸付事業
▶成年後見センター設置検討 等

4

障がい者・高齢者の生きがいづくり等の推進
▶障がい者・高齢者教養講座の開催
▶車椅子の無料貸出 等

5

ボランティア活動の推進
▶ボランティアの養成・育成
▶ボランティア活動の支援 等

3

事
業
計
画

収
支
予
算
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新任職員紹
介

今年度から高岡市社会福祉協議会の

職員となりました。

みなさま、よろしくお願いいたします。

高岡市ボランティアセンター
所長

鍋山優美子

　ボランティアとは、ラテン語
のVoloに由来し「自らの意思を
持って行動する」「喜んで何かを
する」とい意味です。当センター
では、一人ひとりが願いを込めて
様々な活動をされており、その
姿は豊かな人生を彩る新たな社
会貢献のカタチだと感じていま
す。今後も素敵な大人になれる
よう学び続けたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。

高岡市東部老人福祉センター
所長

小林　俊治

　初めての社会福祉関係のお
仕事に就かせていただき、皆様
からのご意見等を拝聴しながら
毎日、新鮮な気持ちで取り組ま
せてもらっています。　
　皆さまには今後とも、教養教室
や入浴等を通じて、「あっかり」とし
た心地良いつながりのなか笑顔で
語り合っていただき、笑顔の花が
満開となる施設に努めていきたい
と思っております。

地域福祉課長

本田　邦博

　4月から社会福祉協議会の
一員として地域の皆さんと一緒
に、地域の人々が住み慣れた町
で安心して快適に生活できるよ
う、高岡あっかり福祉ネットを活
用した「福祉のまちづくり」の実
現に向け全力で取り組んでまい
りたいと存じます。ご協力・ご支
援の程よろしくお願いいたしま
す。

高岡市ふれあい福祉センター
係長

山本　睦男

　4月からふれあい福祉セン
ターで勤務しています。毎日た
くさんの利用者の方から多くの
ことを学ばせていただき、元気
をもらっています。
　皆さんが笑顔でほのぼのと
ふれあい、生きがいを見つけて
もらえる施設として利用してい
ただけるように努めていきたい
と思いますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

万葉社会福祉センター
所長

作道　　篤

　「社会福祉」という言葉が、
余りにも漠然としていて何も
イメージできなかった私でした
が、社会福祉協議会の事業を見
聞きするうちに、その範囲の広
さと奥深さに驚いています。こ
れからは、一人ひとりが素敵な
未来を思い描き、皆で支えあっ
て暮らせる幸せな社会を実現
するための一端を担えるよう努
めてまいりたいと思います。

居宅介護支援高岡事業所
介護支援専門員

島谷　宏志

　ご利用者様が自立した日常
生活を送ることができますよう
に、ケアマネジャーとして、介護
保険サービスをはじめ、様々な
制度等のご活用を提案させて
いただいております。住み慣れ
た地域で、いつまでも明るく健
やかにお過ごしいただくことを
願い、自分自身の研鑽にも励ん
で参りたいと思います。どうぞ
よろしくお願いいたします。

高岡市ふれあい福祉センター
係長

小西　光子

　4月から、ふれあい福祉セン
ターで勤務させていただいて
います。どなたでも、いつでも、
気持ちよく利用していただける
ふれあい福祉センターになるよ
うに、毎日明るい笑顔で、利用
者の方々をお迎えしたいと思っ
ています。
　どうぞ、よろしくお願いいたし
ます。

たかおか社協だより 2018.7（vol.51）5



平成
30年度

高岡市ボランティア連絡協議会
定期総会開催

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜  高岡市ボランティア連絡協議会役員名簿  ＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

役　職 グループ名 代表者名 役　職 グループ名 代表者名
会　長 富山・生と死を考える会 豊原　則子 委　員 富山県男女共同参画推進員高岡連絡会 指﨑　一匡
副会長 中田もえぎの会 河合　博子 委　員 高岡市ヘルスボランティア協議会 佐野　豊子
副会長 福岡観光ボランティアさくらの会 山崎　　博 委　員 ボランティア西条 樋詰　和子
副会長 地域女性ネット高岡 小泉　弘子 委　員 つるばみの会 室崎　佳子
副会長 人形劇団どんぐりコロコロ 谷口かよ子 委　員 リンベル 山達　越子
監　事 買物くらし応援団（NPO） 能崎　　 博 委　員 （公社）高岡青年会議所 藤森　亮平
監　事 高翔会 林　　タカ 委　員 富山県消防士会 有澤　康治
委　員 JA 高岡女性部助けあい組織萌ぎの会 吉川　妙子 委　員 ＭＯＡ高岡健康推進会 鋤田美恵子
委　員 病院ボランティアすずらん 小川　澄子 委　員 ネットワークアシストたかおか 能登　和敏

　高岡市ボランティア連絡協議会定期総会が、5月12日（土）に、高岡市
ふれあい福祉センター多目的ホールで開催されました。平成29年度決
算・事業報告、役員改選(案)、30年度予算・事業計画について審議し、いず
れも可決されました。会長には引き続き豊原則子さんが再任されました。
　その後の記念講演として、高岡市教育委員会　米谷和也教育長をお招
きし、「未来を拓くボランティア」という演題で講演をいただきました。米
谷様の数々の体験に基づく貴重な
お話を通じて、「相手との信頼感を
いかに構築するか」が最も大切であ
るというお話を聞かせいただき、会
員一同、今後のボランティア活動等
に活かし、地域において幅広い方々
にボランティアの心を伝えたいとい
う思いになりました。

登録団体名 活動内容

五感でつくる温もりアート・ココロ 　アートセラピーの持つ力を活かし、臨床美術士と創作活動を行うことにより、心が解放
され生きる意欲と喜びを感じ、健康で心豊かな人生を手助けをする活動を行っています。

二胡倶楽部　胡蝶 　様々なジャンルの曲を演奏し、楽器の説明をすることで多くの人に二胡や揚琴（中国琴）
を知ってもらう活動を行っています。

いいとも一座 高齢者施設などで、劇や笛、太鼓、踊りなどを披露する活動を行っています。

たかおか観光ガイド連絡協議会 　高岡の歴史文化に対する理解を深め、高岡の良さを啓蒙するため、ガイドの知識及び案内
向上やグループの連携強化を図ることにより、地域観光振興に寄与する活動を行っています。

とやま発達障がい親の会
　発達に凸凹がある子供を持つ家族の会です。ほぼ月に 1 回の活動を通し、お互いにいろ
いろなお話をしながら情報交換をしたり、学んだりしております。お子さんもご家族も笑
顔でいられるような活動を目指しています。

ボランティアセンターの新規登録グループ紹介（平成30年3月～5月）

ボランティア情報
高岡市ボランティアセンター

（高岡市ふれあい福祉センター内）
〒933-0935  博労本町4番1号
TEL.0766（21）7883　FAX.0766（22）3139
volunteer@takaoka-shakyo.or.jp

2018年
7月
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平成
30年度

高岡市ボランティア連絡協議会
定期総会開催

催し物のご案内
おもちゃの図書館 （高岡市ふれあい福祉センター２階）

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

あ
そ
び
ま
し
ょ
う
!!

校区名 氏　名 校区名 氏　名 校区名 氏　名 校区名 氏　名

平　米 酒 井 真 佐 子 川　原 柳 原 　 輝 夫 野　村 熊 野 　 和 夫 国　吉 浜 本 　 　 敦

定　塚 山 﨑 　 京 子 成　美 畑 野 　 　 豊 二　塚 増 山 貴 美 子 守　山 澤 田 稚 佳 子

下　関 小 栗 　 節 子 二　上 谷 内 久 美 子 佐　野 北 　 　 雅 子 太　田 浜 田 　 三 幸

博　労 津 幡 　 佳 子 伏　木 堀 　 あ つ 子 福　田 市 野 　 良 治 福　岡 宮 崎 眞 紀 子

木　津 長 橋 　 武 夫 戸　出 室 谷 　 勝 彦 小　瀬 嶋 　 　 等 美 福　岡 浦 野 　 啓 子

横　田 杉 本 　 泰 宏 中　田 河 合 利 志 子 立　野 長 谷 川 玲 子

西　条 大 野 　 幸 生 能　町 森 　 か よ 子 東五位 津 雲 　 睦 美

西　条 木 津 　 昭 治 牧　野 作 道 知 恵 子 石　堤 寺 嶋 　 健 一

　地域の方々がボランティア活動を行いたい、支援してほしいなどの相談を受けたり、ボランティア活動の啓発
に取り組んでいただくボランティアサポーターの方々を各校区社協会長から推薦をいただき、次の29名の方々
を2年間の任期でサポーターに委嘱しました。サポーターの方々の活動にご理解とご協力をお願いします。新た
に委嘱された方々は次のとおりです。（※敬称略）

平成30・31年度　 ボランティアサポーター ２９人委嘱

笑いヨガとは、冗談やユーモアを使わずに理由なしで
誰でも笑う事が出来る新しい健康法です。3年前にラフター（笑い）ヨガクラブ

「ＭＡＹＯＫＯ」を結成し、ふれあい福祉センターで、毎月2回（第4月曜日夜、第
4水曜日午前）、元気に笑っています。会員以外の方でも、すぐに参加できます。
笑ったり、深呼吸する事で新鮮な酸素が大量に身体の中に入り、エネルギーが
溢れ、元気になるのを実感してください。
　また、高齢者施設やいきいきサロンでは、一緒に笑った方から、「こんなに笑った事はないちゃ、また来てね」との嬉
しい言葉も、たくさん頂いています。この笑いヨガを日本中に広めることが、笑いヨガ「ＭＡＹＯＫＯ」の夢です。

（代表　長田真由美  記）

笑いヨガ 「MAYOKO」「笑って、元気
に！」

▶毎月第１･第３月曜日に人形劇の上演！

▶毎月第2月曜日はリズムにのってあそぼう！
　＊楽しい(手あそび)
　＊うれしい(親子あそび)
　＊みんなで(友だちあそび)
　＊元気に(運動あそび)
　＊力いっぱい(歌あそび)

○デイサービスセンター趣味活動講師
活動内容：日曜大工（木工作業）、手芸、囲碁、音楽（楽器）、体操

等の趣味活動を利用者と一緒に楽しみながら教えて
いただく。（活動内容は相談）

日　　時：週１回または月１回程度。定期的に14:00～17:00 
場　　所：デイサービスセンターのむら藤園苑（高岡市野村921-1）
問合せ先：同苑　TEL.２０－８９１１（担当）越部
----------------------------------------------------------------------------
○障がい児の社会体験活動の付添
活動内容：小学５年生から高校３年生までの障がいのある児童・

生徒１名につき１名のサポーター（ボランティア）が付
添い、その支援のもと受け入れ企業、商店で週１回１
時間の職場体験を行う活動。

日　　時：週１回１時間（受け入れ先商店等の都合に合わせて決定）
場　　所：対象児童を受け入れる企業や商店
そ の 他：対象児童は賠償責任保険に加入済（対人・対物）
問合せ先：プレジョブたかおか
　　　　　TEL.０９０－３７６３－６３５７（担当）長徳

※入場は無料。祝日はお休みします。
問合先：人形劇団どんぐりコロコロ　TEL.２４－０５５９

開催予定日 時　　　間

7 月 2 日・9 日

10:30 ～ 11:308 月 6 日・13 日・20 日

9 月 3 日・10 日

ボランティア募集

たかおか社協だより 2018.7（vol.51）7



こられこられ

　こぶし荘では毎週月曜日に生きがい倶楽部を開催しております。午前中は
脳トレなどの「おらっちゃいきいき教室」に参加して、午後からは舞台鑑賞をし
ます。昼ごはんと入浴もついてきます。高岡市内に住む７０歳以上の方であれ
ば誰でも参加できますので皆さまの参加を心よりお待ちしております。

生きがい倶楽部

＊参加費　800円
　　　　　（入浴、昼食代含む）
＊持ち物　タオル

【申込み】こぶし荘  TEL.31－2888
【問合先】福岡支所  TEL.64－8114

募 集 行 予 定事市社協の

介護職員初任者研修講座
● 対 象 者

● 募集定員
● 受 講 料

● 申込方法

● 申込期間
● 研修期間
● 受付時間

● 問 合 先

　介護の業務に従事しようとする方で全
課程に出席できる方。
20名程度
60,000円

（別途テキスト代約7,000円必要）
　「介護職員初任者研修申込書」に必要
事項を記入の上、直接窓口へお申し込み
ください。（郵送可）
　申込書は高岡市社会福祉協議会2階の
窓口にあります。またはホームページから
もダウンロードできます。
7月9日㈪〜7月27日㈮
9月5日㈬〜12月5日㈬
9：00〜17：00

（ただし土曜日・日曜日・祝日は除く。）
市社協在宅福祉課（担当：田中）
TEL.23-2917　FAX.26-2379

※申込者が少数の場合は実施しない場合があります。
※講座修了後は初任者研修修了者として介護業務につく

ことができます。
※講座期日及び内容については在宅福祉課までおたずね

ください。

日時：平成30年8月4日（土）14：00～15:40
場所：高岡市ふれあい福祉センター 1階 多目的ホール
内容：講演「子育てハッピーアドバイス～自己肯定感を育む子育てを考える～」
　　　　  講師／真生会富山病院心療内科部長　明橋 大二 氏
　　：実践「ふれあい遊び」
　　　　  講師／高岡市ファミリー・サポート・センター協力会員

託児あり　※要事前予約7/27㈮まで
　　　　　（1ヶ月児～小学6年生まで）
申込・問合先　地域福祉課　TEL.23-2917

みんなで子育て研修会

子育てに関心のある方ならどなたでも
参加可能です。
講演のみ、実践のみの参加も可能です。

◆賛助会員からのお知らせ

▶日　時：平成30年11月24日㈯
　　　　　開場13：30／開演14：00
▶会　場：高岡市ふれあい福祉センター多目的ホール
▶主　催：高岡市身体障害者協会（TEL.25-4947）
▶出演者：チコ（ヴォーカル）、森本　浩（歌手・ピアニスト）

高岡市身体障害者協会

『ありがとうコンサート』
70周年

チコ
（CHIKO）

無料相談

【お問い合わせ】 フ　イ  の  ナ ヤ ミ ゴト

TEL.25-7835

ふれあい福祉センター1階において、
次の相談業務を行っています。

高岡市福祉
相談センター

秘密厳守、
お気軽にご相談
ください。

実施日時  毎月第4金曜日
　　　　  13：30～16：00
相談内容  行政への意見提案などについて
相 談 員  富山行政評価事務所行政相談委員

行政相談

実施日時  毎週木曜日
　　　　  13：00～16：00
相談内容  生活、福祉問題全般について
相 談 員  民生委員児童委員

福祉相談

実施日時  毎月第4金曜日
　　　　  13：30～15：30
相談内容  商品やサービスなど消費生活一般について
相 談 員  消費生活相談員

消費生活
相談

開催日 おらっちゃいきいき教室 舞　台　鑑　賞

7
月

２日 脳 ト レ（池田先生） おたのしみ会
９日 脳 ト レ（池田先生） 能元流ほほえみ（新舞踊）

２３日 笑いヨガ（沼田先生） ザ・あんぽんたん（各種演芸）
３０日 笑いヨガ（沼田先生） フラダンス＆キーボード

8
月

６日 脳 ト レ（池田先生） いきいきアート
「手作りうちわ」（材料費100円）

２０日 健康運動（三輪先生） 喜代の会（唄・踊り）
２７日 健康運動（三輪先生） 懐メロミュージックフレンド

（懐メロ生演奏）
9
月

３日 笑いヨガ（沼田先生） 扇流寿々蘭会（新舞踊）
１０日 笑いヨガ（沼田先生） 民舞踊豊之会（民謡、踊り）

福祉への善意
あなたから

　市社協では、善意のご寄附を
お待ちしています。お寄せいただ
いた浄財は、ボランティア活動の
推進や、各種社会福祉事業など
に活用させていただきます。皆さ
まの温かいご支援をお願いいた
します。

《社会福祉基金》　　　（各項目50音順）
◆富山県立高岡高等学校
　　　　　　　生徒会様
◆立正佼成会高岡教会様
◆匿名

《指定寄付》
◆蓑　　國夫様

《寄附金》
◆匿名

《寄付物品》
◆未使用タオル　川端 律子様　
◆車椅子　嶋田 栄樹様　
　　　　　匿名

10,000円
905円　

5,060円
現在基金残高  27,799,824円

1,000,000円

10,000円

多数
1台
1台

◆使用済み切手
今井杏美奈様
今井咲希奈様
今井結梨奈様
駅南あさがお薬局様
有限会社栗谷印刷所様
渋川流剣詩舞道天蕙会様
城北寿会様
高岡市役所様
東京海上日動福岡仁寿代理店様
本田富士子様
山崎　恵子様
立正佼成会様
匿名
匿名
匿名

◆未使用切手
匿名
◆書き損じはがき
木津小学校様
有限会社栗谷印刷所様
◆未使用はがき
匿名
匿名
◆ベルマーク
渋川流剣詩舞道天蕙会様
◆文房具類一式
今井　晴美様

ご協力ありがとうございました。

50g
50g
50g

150g
60g

100g
100g

4,520g
118g
70g

150g
250g

6,760g
370g
40g

2,042円

209枚
156枚

95枚
23枚

平成30年3月10日〜6月5日

入場無料
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社会福祉事業の推進には皆様の社協会費を使わせていただいております。ご協力ありがとうございます。


